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◆
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

「
創
業
」
や
「
販
路
拡
大
」

な
ど
の
支
援
制
度
を
利
用
し
た

起
業
や
、
新
た
な
商
品
開
発
も

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
投

資
を
支
援
す
る
、「
ふ
る
さ
と

融
資
」
を
利
用
し
、
稚
内
港
で

の
安
定
し
た
給
油
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
給
油
船
造
船
事
業

に
対
し
て
、
無
利
子
貸
付
を
行

い
ま
す
。

◆
稚
内
港
に
つ
い
て

　

末
広
埠
頭
の
岸
壁
整
備
が
完

成
し
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
接

岸
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

市
制
施
行
70
年
・
開
港
70
年

を
迎
え
、
7
月
に
大
型
豪
華
客

船「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」

「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
寄
港
し
ま
す
。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
高
校
生
の

ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
わ
っ
か
な
い
」
ら
し
い
お
も

て
な
し
で
、
乗
客
の
方
々
を
迎

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　◆�

サ
ハ
リ
ン
と
の
交
流
に
つ
い

て一
昨
年
か
ら
、
ロ
シ
ア
船
社

に
よ
り
運
航
さ
れ
て
い
る
、
サ

ハ
リ
ン
定
期
航
路
は
、
平
成
３０

年
度
の
実
施
計
画
が
示
さ
れ
な

い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
、
運
航
決
定
と
な
っ
た

場
合
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
北
海
道
サ
ハ
リ
ン
航
路

（
株
）
と
綿
密
に
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
貨
物
船
チ
ャ
ー
タ
ー

に
よ
る
物
流
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
サ
ハ
リ
ン
貿
易
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
し
て
、
稚
内
港
の
役

割
を
広
く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
と
活
用
に
つ
い
て

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
、
本
市
か
ら

中
川
町
ま
で
の
、
約
80
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
送
電
網
整
備
事
業

は
、
３
年
後
の
完
成
を
目
指
し
、

本
年
秋
か
ら
建
設
工
事
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

風
力
発
電
事
業
計
画
は
、
約

60
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
風
力
発
電

施
設
の
建
設
に
向
け
た
各
種
調

整
に
入
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
国

立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
・
技
術
総
合
開
発
機
構
）

に
よ
る
、「
水
素
社
会
構
築
技

術
開
発
事
業
」
な
ど
、
積
極
的

に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

今
後
と
も
、
風
力
や
太
陽
光

に
加
え
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、

本
市
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
、

稚
内
産
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
・
拡
大
、
地
産
地
消

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
環

境
都
市
わ
っ
か
な
い
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

②
み
ん
な
が
共
感
し
合
う
市
政

◆�

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い

て

　

子
育
て
に
必
要
な
情
報
を
、

よ
り
身
近
に
手
軽
に
取
得
で
き

る
よ
う
、
子
育
て
支
援
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
各
種
情
報
を
掲

載
す
る
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
も
対
応
し
、
こ
ど
も
の
成

長
記
録
や
予
防
接
種
な
ど
を
家

族
で
共
有
で
き
る
、
電
子
母
子

手
帳
機
能
な
ど
を
持
た
せ
、
子

育
て
世
代
の
方
々
が
、
よ
り
効

率
的
、
効
果
的
に
利
用
で
き
る

よ
う
整
備
し
ま
す
。

◆�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て働
く
意
欲
の
あ
る
女
性
や
高

齢
者
の
、
創
業
の
後
押
し
や
雇

用
の
機
会
の
拡
大
・
創
出
に
取

り
組
み
ま
す
。

◆�

教
育
と
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に

つ
い
て

４
月
に
、
旧
稚
内
商
工
高
校

を
改
修
し
た
、「
生
涯
学
習
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
す
。

本
施
設
を
拠
点
に
、
ま
ち
全

体
が
学
ぶ
意
欲
に
満
ち
た
社
会

と
な
る
よ
う
、
各
種
事
業
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

◆
樺
太
記
念
館
に
つ
い
て

　

全
国
樺
太
連
盟
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
貴
重
な
資
料
の
展
示
施
設

と
し
て
、
本
年
5
月
、
稚
内
副

港
市
場
内
に
、「
稚
内
市
樺
太

記
念
館
」
を
開
館
し
ま
す
。

◆�

み
ど
り
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て

カ
ー
リ
ン
グ
場
を
中
心
と
し

た
、
み
ど
り
公
園
整
備
事
業
の

本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
場
に
つ
い
て
は
、

2
０
２
０
年
５
月
オ
ー
プ
ン
の

予
定
で
す
。

ま
た
、
稚
内
大
谷
高
校
の
旧

校
舎
は
、
柔
道
や
剣
道
の
武
道

場
と
し
て
、
旧
体
育
館
は
、
冬

期
間
で
も
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る

屋
内
多
目
的
運
動
場
と
し
て
、

カ
ー
リ
ン
グ
場
と
同
時
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

将
来
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍

で
き
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が

育
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
ま
た
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
で
も
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
と

な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆�

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

に
つ
い
て

市
制
施
行
70
年
記
念
の
中
核

事
業
と
し
て
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

宗
谷
岬
を
ス
タ
ー
ト
、
北
防

波
堤
ド
ー
ム
を
ゴ
ー
ル
と
し
、

風
景
や
食
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
わ
っ
か
な
い
」
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
を
あ
げ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
月
28
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
は
、
工
藤
市
長
の
市
政
執
行
方
針
演
説
や
一
般
行

政
報
告
を
行
っ
た
ほ
か
、
3
月
補
正
予
算
及
び
新
年
度
当
初
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※�

内
容
は
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

市
政
執
行
方
針

  
慎
重
か
つ
大
胆
な
市
政
運
営
に
向
け
て

稚内港に寄港する客船

日本最北端平和マラソン大会

　
は
じ
め
に

今
年
、
本
市
は
市
制
を
敷
い

て
70
年
、
稚
内
港
が
開
港
し
て

70
年
と
い
う
記
念
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
市
長

に
就
任
し
て
か
ら
２
期
目
の
最

後
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

次
の
10
年
に
向
か
っ
て
、
本

市
が
大
き
く
羽
ば
た
く
ス
タ
ー

ト
の
年
と
な
る
よ
う
、
一
層
気

を
引
き
締
め
て
、
市
政
運
営
に

ま
い
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

れ
で
は
、
平
成
30
年
度
の

主
な
施
策
を
、
私
が
定
め
た
4

つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①�

ま
ち
の
可
能
性
を
実
感
し
、

未
来
を
拓
く
市
政

◆
産
業
に
つ
い
て

水
産
業
に
つ
い
て
、
近
年
、

本
市
が
直
面
す
る
課
題
を
克
服

す
る
た
め
、
支
援
事
業
の
継
続

や
拡
充
、
水
産
加
工
業
へ
の
設

備
投
資
の
推
進
な
ど
、水
産
物
・

加
工
品
の
高
品
質
・
高
付
加
価

値
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
基

盤
整
備
を
進
め
、
継
続
し
て
生

産
性
の
向
上
、
経
営
の
安
定
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

担
い
手
の
就
農
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
担
い
手
の
確

保
や
育
成
に
努
め
ま
す
。


